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阿
賀
野
市
が
誕
生
し
て
10
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
「
ま
ち
づ
く
り
少
子
化
対

策
事
業
費
」
が
予
算
に
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
、
人

口
減
少
が
続
く
当
市
に
と
っ
て
一
つ
の
転
機
を
迎

え
て
い
ま
す
。
”市
民
参
加
型
“
で
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
当
議
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
議

会
報
告
会
」
を
活
用
い
た
だ
き
、 

ご
意
見
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
秋
で
広
報
部
会
の
任
期
満
了
と
な
り
、
今
の

メ
ン
バ
ー
で
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
携
わ
る

こ
と
も
次
号
で
最
後
と
な
り
ま
す
。
見
や
す
く
わ

か
り
や
す
い
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
市
民
の

皆
様
い
か
が
で
し
た
か
？

（
広
報
部
会
長　
村
上　

清
彦
）

政務活動費とは
   政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、条例に基づき会派及び議員に対して交付されるもので、残額は市に返還
しています。会派には月額10,000円×会派所属議員数、議員には月額10,000円を交付しています。
　平成25年度の収支報告が提出されましたので報告します。

平成25年度阿賀野市議会政務活動費　収支報告

項　目
会派名・議員名 収　　入 支　　出 残額

（返還額）調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情活動費 会議費 資料作成費 資料購入費 人件費 事務所費 計
日本共産党（4名）

山田早苗、稲毛明、宮脇雅夫、倉島良司
480,000 69,693 394,641 15,985 480,319 0

公明党（1名）
村上清彦

120,000 35,700 17,080 71,984 124,764 0
新政クラブ（3名）

近山修、佐竹政志、江口卓王
360,000 275,430 7,200 78,385 361,015 0

天野美三男 120,000 33,700 71,984 88,465 194,149 0
市川　英敏 120,000 16,260 71,984 20,590 108,834 11,166 
山賀　清一 120,000 108,900 74,550 183,450 0
雪　　正文 120,000 33,700 7,000 71,984 10,400 123,084 0
風間　輝栄 120,000 70,400 14,454 35,193 120,047 0
中島　正昭 120,000 56,700 3,150 57,037 116,887 3,113 
石川　恒夫 120,000 98,650 2,100 2,300 22,784 125,834 0
髙橋　幸信 120,000 98,450 28,875 127,325 0
遠藤　智子 120,000 83,056 83,056 36,944 
浅間　信一 120,000 7,105 119,449 126,554 0
山崎　正春 120,000 77,630 77,186 154,816 0
山口　功位 120,000 73,800 47,416 121,216 0
合　　計 2,400,000 179,898 843,600 746,477 0 0 0 19,704 738,887 0 22,784 2,551,350 51,223 

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
全
国

市
議
会
議
長
会
及
び
北
信
越
市
議

会
議
長
会
か
ら
の
表
彰
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

山賀　清一　議員
（議員在職10年以上）

山口　功位　議長
（議員在職15年以上）

（単位：円）

在
職
期
間
は
、
合
併
前
の
町
村
議
員
在
職

期
間
を
表
彰
規
程
に
よ
り
換
算
（
在
職
年

数
の
２
分
の
１
）
し
て
あ
り
ま
す
。

全会一致で議決した議案等 結
果

市
長
提
出
議
案

条　
　

例

一
部
改
正

阿賀野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
　教育相談員の報酬を時間額で支給するため改正する。

可
決

阿賀野市児童遊園設置条例の一部改正について
　宮の森児童遊園（新保地内）を、協議により地元自治会に移管したことにより改正する。

可
決

阿賀野市老人医療費助成に関する条例の一部改正について
　国の特例措置廃止により平成26年４月１日から70歳から74歳までの医療費自己負担割合が２割となり、国の高齢者医療制度に準拠する県老制度の一
部改正に伴い改正する。

可
決

阿賀野市火災予防条例の一部改正について
　平成25年８月に京都府で発生した花火大会火災を踏まえ、対象火気器具等の取り扱いに関する規定の整備のほか、大規模な催しを主催する者に対し
て防火担当者の選任、火災予防上必要な業務の計画の作成等の義務付けに伴い改正する。

可
決

そ
の
他

市道路線の認定について
　地元要望による笹神地区の１路線（山崎松涛台線）を新規に認定する。

可
決

損害賠償の額の決定及び和解について
　民営化以前の水原郷病院における医療過誤について和解する。

可
決

財産の取得について（消防ポンプ自動車）
　平成10年度整備の消防ポンプ自動車が老朽化により機能維持困難となったため、「消防庁緊急消防援助隊設備整備事業補助金」の交付を受けて、一
般競争入札により消防ポンプ自動車（CD－１)１台を新潟モリタ㈱から3,337万２千円で取得する。

可
決

陳
情

適正規模の少人数学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書の採択を求める陳情
　ゆたかな教育環境整備のため少人数学級を推進するとともに、義務教育費国庫負担制度の国負担割合を２分の１に復元することを求める意見書を国
の関係機関に提出してほしい。

採
択

意
見
書

適正規模の少人数学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書の提出について
　適正規模の少人数学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書を国の関係機関に提出する。

可
決

手話言語法制定を求める意見書の提出について
　手話言語法の早期制定を求める意見書を国会及び政府に提出する。

可
決

行
政
視
察
受
入

行
政
視
察
受
入

岐
阜
県
郡
上
市

　

平
成
26
年
４
月
22
日
（
火
）
に
、
岐
阜
県
郡

上
市
議
会
政
策
立
案
を
進
め
る
会
が
来
庁
さ
れ

ま
し
た
。

　

郡
上
市
議
会
で
は
、
議
会
活
性
化
の
一
環
と

し
て
積
極
的
な
政
策
提
言
に
向
け
活
動
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
地
場
産
業
の
振
興

を
目
的
と
し
て
議
員
発
議

に
よ
り
制
定
し
た
「
阿
賀
野

市
産
業
経
済
振
興
条
例
」
の

当
市
議
会
で
の
先
駆
的
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
研
修

に
訪
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
当
市
の
条
例
及

び
制
定
に
至
る
経
緯
と
効

果
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、

質
疑
と
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
会
津
美
里
町

　

平
成
26
年
５
月
16
日
（
金
）
に
、
福
島
県
会

津
美
里
町
議
会
よ
り
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
が

来
庁
さ
れ
、
当
議
会
の
「
議
会
報
告
会
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。
一
昨
年
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
６

月
に
２
回
目
と
な
る
議
会
報
告
会
を
開
催
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
質
問
を
い
た
だ

き
、
意
見
交
換
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
津
美
里
町

議
会
で
は
、
報
告
会
の
テ
ー

マ
を
地
区
ご
と
に
決
め
、
事

前
に
要
望
の
把
握
も
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
当
議
会
で

も
更
な
る
改
善
が
必
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。


